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10D051

現代科学技術の巨人セミナー｢知のひらめき｣
Frontiers in Modern Science & Technology

【科目コード】10D051  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】水曜 5時限

【講義室】桂ホール  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】小森　悟・関係教員

【講義概要】本科目では、幅広い領域を縦断する工学において極めて優れた実績を有し、国際的リーダーとし

て活躍中の学内外の講師による講演とパネル討論を実施する。先人たちの活動の軌跡を辿りながら、日本的

なるものや京都学派らしい柔らかな発想を学び、それを通じて次世代が担うべき役割を自覚し、研究や勉学

を進めるための基礎的な土台を作る .

【評価方法】原則として毎回出席をとる .　出席状況およびレポート課題により評価する . 最低３回以上のレ

ポート提出を単位取得要件とする .

【最終目標】国内外のノーベル賞級の研究者や、極めて顕著な業績を成し遂げた産業人、国際機関等の最前線

で問題解決の指揮を取っている人材を招聘し、各分野の先端領域の材料を活用しながら、身近な問題意識を

大きな構想へと展開していくための能力を養う . また、リーダーたちがどのように問題への対応力を高めて

きたのかを学び、基礎的教養、人間的な成長力の大切さを学ぶ .

【講義計画】

項目 回数 内容説明

初回講義時に講義計

画の概要を説明する

.　

14

【教科書】必要に応じて講義内容に沿った資料を配布する .　

【参考書】必要に応じて適宜指示する .

【予備知識】学部修了レベルのそれぞれの専門領域における基礎知識をすでに修得していることを前提として

講義を進める .

【授業 URL】本講義の映像資料を以下の URLに適宜掲載する（学内アクセス限定）

　http://interex.t.kyoto-u.ac.jp/ja/asia/flashk4

【その他】その他講義に関する情報を各専攻掲示板に掲示する .

共通科目
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10D052

21世紀を切り拓く科学技術 ( ﾌﾛﾝﾄﾗﾝﾅｰ講座 )
Frontrunners in Science and Technology

【科目コード】10D052  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】水曜 5時限

【講義室】桂ホール  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】リレー講義  【言語】日本語

【担当教員】椹木哲夫（GL教育センター長：実施責任者）

【講義概要】　　現代社会において、科学技術は人類社会の持続的発展を支えるための枢要かつ必須の役割を

担っている。人々の生活は、意識すると否とにかかわらず、科学技術と切り離しては論じることができない。

本講義では、科学技術の幅広い分野でその先端を切り開き、研究教育、技術開発、政策デザイン、問題解決

等、種々の領域で活躍しておられるフロントランナーを講師としてお招きし、最先端課題への挑戦の着想、

その背景と原動力、講師が遭遇された困難や障害、ブレークスルー、感動と興奮、将来展望を講演頂く。　

科学技術の各分野からバランス良くフロントランナーをお招きし、基礎研究、実用化、社会適用等の発展段

階にある最先端科学技術の躍動を体感する。講義後に質疑・意見交換の場を設け、講師と受講生との間の双

方向の交流を深め、21世紀の科学技術の新展開をリードするフロントランナーの知性と迫力に触れる機会と

する。

【評価方法】　原則として 13回の講演会を実施し、毎回出席を確認する。少なくとも 3回の講演内容に対す

るレポートを提出。出席状況（50％）とレポート内容（50％）に応じて単位を認定する。

【最終目標】　　科学技術の最先端において、既存の科学技術やその大系（パラダイム）を覆す発明・発見を

成し遂げ、現に、21世紀の科学技術の有り様、高度技術社会を変革しつつある研究者・技術者の息吹、研究

の生の日常に触れる。技術革新・革命の興奮を共感することを介して、自らの研究をデザインする機会とす

る。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】　必要に応じて指示する。

【参考書】　必要に応じて指示する。

【予備知識】　学部修了レベルのそれぞれの専門領域における基礎知識修得していることを前提とする。

【授業 URL】

【その他】　修得した単位が課程修了に必要な単位として認定されるか否か、所属する専攻において確認する

こと。

共通科目
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10i009

産学連携研究型インターンシップ

【科目コード】10i009  【配当学年】  【開講期】通年  【曜時限】  【講義室】  【単位数】  【履修者制限】

【講義形態】  【言語】  【担当教員】

【講義概要】

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

共通科目
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10D053

科学技術国際リーダーシップ論
Science & Technology” International Leadership

【科目コード】10D053  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】水曜 4・5時限

【講義室】Bクラスタ管理棟ー 2階ゼミ室　  【単位数】2  【履修者制限】有 (40名程度 )

【講義形態】講義・演習  【言語】日本語  【担当教員】竹内佐和子客員教授

【講義概要】21世紀のリーダーシップの要素を学びつつ、国際リーダーとしての基礎力を養う。先進技術と

人間のインターフェイスのずれに着目して、問題解決のための方法論を開発する。課題抽出、未来予測、シ

ナリオの書き方、技術選択、解決方法についての検証を行い、そのうえで、自己表現や説得方法、プレゼン

テーションを様々試みる。論理性を養うために哲学、経済学の基本的考え方をトレースすると同時に、自然

環境の変化に対する観察力、日本文化への理解力を高めるために歴史書などの輪読も行う。一定の教養が身

に付いたところで、英語表現能力を高めるために英語のリーディングも行う。

【評価方法】出席率（50％）およびレポート課題（50％）を総合して成績を評価する。レポート課題を期日

までに提出しない場合は単位を認定しない。

【最終目標】国際化した現代工学の多様な課題に対応するために、自ら修得した専門性を超えて、国際社会で

展開されている科学技術に関する議論の枠組みや背景を十分理解し、それらの課題に対する解決方法や独自

の主張を展開するポイントを学ぶ。　国際機関などで活躍するためのリーダーシップや企画提案力を養う。

【講義計画】
項目 回数 内容説明

序論およびリーディ

ング
1-2

・ 講義全体についてのガイダンス・ リーディング課題分担の決定・ （必

要があれば）受講者先行課題の提示

リーディング 3-6
・ 経済発展論、多元主義、環境リスク論、エネルギー資源外交、技術移転

論に関するリーデイング・ 各課題担当者によるプレゼンテーション

個別課題 7-12

・ 地球温暖化問題、資源ナショナリズム、人間の安全保障、新エネルギー

の利用、国際的な災害・防災システム、成長指標の設定などの課題に対す

る、国際機関や国際交渉での扱い方やアプローチの検討

個別課題および総論 13-14

・ 各課題担当者によるプレゼンテーション・ プレゼンテーションに対する

講評※リーディング終了時に、受講生に対して個別課題を課す。受講生は

講義や自主学修を通じて課題に対する調査を行い、定められた期日までに

レポート課題を提出する。課題の詳細および提出方法は講義時に指示す

る。※参考書欄に示した図書からいずれかを指定し、購読を行う。さらに

必要に応じて講義内容に沿った資料を配布する。

【教科書】

【参考書】アマルティア・セン『貧困の克服』（集英社）、ディラード「ケインズ経済学」、ジャン・モノー

『偶然と必然』（みすず書房）など。その他、必要に応じて追加する。

【予備知識】学部修了レベルのそれぞれの専門領域における基礎知識および英語能力を修得していることを前

提として講義を進める。

【授業 URL】http://www.takeuchi-sawako.com/education/index.html　講義資料等は上記の URLに置きます。

講義に先立ち必ず資料等を確認し、必要に応じて各自ダウンロードすること。　講義に関連した各種情報を

必要に応じて受講者に電子メールなどで連絡する。受講者は、受講登録時に電子メールアドレスを届け出る

こと。

【その他】・毎回講義修了後 30分程度、講義室において質問等を受け付ける。・受講希望者が定員（40名程

度）を越える場合には、初回講義時にレポート課題を課し、その成績によって受講者を選抜する。・第 1回

目の講義室と、2回目以降の講義室とが異なる場合があります。講義室変更の掲示に注意すること。

共通科目
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10D040

実践的科学英語演習「留学ノススメ」
Exercise in Practical Scientific English

【科目コード】10D040  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】月曜 4時限（5時限）水曜 4時限（5時限）木曜 4時限（5時限）

【講義室】  【単位数】1  【履修者制限】英語演習の効果を最大限に発揮させるため、受講生総数を制限する場合がある．  【講義形態】演習  【言語】英語

【担当教員】和田健司ほか

【講義概要】大学院修士課程および博士後期課程の学生を対象に、海外の大学院への留学あるいは PDとしての留学に対応できる知識と実践的英語能力の

習得を目的として、海外留学に関する正確な知識や、英語論文および各種文書作成法、英語でのプレゼンテーション等について講述し、ネットワーク英語

自修システムを生かしたインタラクティブな技術英語演習を行う . さらに、海外における教育研究について具体的に講述する .

【評価方法】出席率（60%、ネットワーク自修システムによる学修の評価を含む）、中間レポート課題（20%）、最終レポート課題（20%）を総合して 100

点満点とし、４段階（優 : 100?80点／良 : 79?70点／可 : 69?60点／不可 : 60点未満）で成績を評価する .なお、最終レポート課題を期日までに提出しない

場合には単位を付与しない .

【最終目標】・ 国際機関などで活躍するための基礎的学力をつける .・ 海外の大学院への留学あるいは PDとしての留学に関する正確な知識を得るととも

に、各種プロポーザル等の作成法を習得する .・ 正確な科学技術ライティング法を学び、格調の高い英語文書作成能力を習得する .・ 講義と併せてオンラ

イン科学英語自修システムを活用した学修を行う .・ 英語によるプレゼンテーション法について、効果的な発表構成や発表資料作成法、質疑応答法等につ

いて学ぶ .

【講義計画】

項目 回数 内容説明

序論および留学関連情報 1

・ 演習全般についてのガイダンス

・ 英語実習の内容および進め方

・ ネットワーク英語自修システムの使用法

・ 留学情報の収集について

・ 国際機関に関する情報

・ 実習クラス編成のための調査

（以下、演習の進度やクラス編成にあわせて内容を変更する場合がある）

技術英語演習その１ 1

・ 技術英語の定義

・ 技術英語の３Ｃ

・ 日本人が陥りがちな問題点

・ 良い例、悪い例

技術英語演習その２ 1
・ ライティングの原則（Punctuation）

・ プレゼンテーションスキル 1　構成面

技術英語演習その３ 1
・ 論文を書く前にやっておきたいこと、論文のタイトルとアブストラクトを書く

・ プレゼンテーションスキル２　視覚面

技術英語演習その４ 1
・ イントロダクションを書く

・ プレゼンテーションスキル　音声面

技術英語演習その５ 1
・ 研究方法について書く

・ プレゼンテーションスキル　身体面

技術英語演習その６ 1
・ 研究結果を書く

・ プレゼンテーション練習

技術英語演習その７ 1
・ 研究結果について論ずる部分を書く

・ プレゼンテーション練習

技術英語演習その８ 1
・ 付随的な部分を書く、投稿前の最終作業

・ プレゼンテーション練習

技術英語演習その９ 1
・ プロポーザル作成

・ プレゼンテーション練習

技術英語演習その１０ 1

・ プレゼンテーション練習

・ 演習の講評

・ 科目評価

海外留学実体験教員等による

演習
1

・ 海外留学実践教員等による、留学までの経緯、現地での生活環境、および研究活動とその成果に関する

講述

【教科書】教科書を使用せず、講義内容に沿った資料（第 1講資料 ?第１２講資料）を配布する．第 1講および第１２講の資料は、当該講義日のほぼ 1週

間前までに授業 URLに掲載しておくので、予め各自でダウンロードして講義時に持参すること .２講 ?第１１講資料は第２講開始時に配布する（必要が

ある場合には適宜追加資料を配布する）.また、オンライン科学英語自修システム受講用の IDを発行する .

【参考書】

【予備知識】学部レベルの科学技術に係る英語能力をすでに修得していることを前提として講義を進める .さらに、受講生がオンライン科学英語自修システ

ムの中から予め定められた単元を自己学修することを前提とする .

【授業 URL】講義に関連した各種情報を必要に応じて下記の URLに掲示するので、適時参照のこと（要パスワード）.

http://www.ehcc.kyoto-u.ac.jp/alc/

【その他】

国際化対応科目
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10i029

日本語上級講座
Advanced Japanese

【科目コード】10i029  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期・後期

【曜時限】金曜 2・3時限  【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室  【単位数】2  【履修者制限】無

【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】(非常勤講師 )澤西

【講義概要】上級日本語クラスでは、就職後を見据え、より完璧な日本語並びに運用能力が身に付くよう、実

践的内容・演習に取り組んでいく。主として以下の 4項目について着実な日本語能力向上を目指す。

 １．待遇表現演習・・・第一の目標は敬語のあらゆる場面での応用力を身につけること

 ２．汎用性のある基本ビジネス語彙の理解・習得

 ３．時事問題・・・新聞等の時事問題を積極的に取り上げていく

 ４．日本社会、日本人の文化習慣等へのさらなる理解

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i031

日本語中級講座Ⅰ
Intermediate Japanese I

【科目コード】10i031  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期・後期

【曜時限】水曜 3・4時限  【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室  【単位数】2  【履修者制限】無

【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】(非常勤講師 )阪上

【講義概要】中級Ⅰ日本語クラスの到達目標は次の通りである。

 １．中級前期レベルの文型、語彙、表現を理解し、必要に応じて運用できるようになる。

 ２．初級学習項目を十分に運用し、中級前期レベルの学習項目を利用して、大学生活に必要な会話ができる

ようになる。

 ３．初級学習項目を十分に運用し、中級前期レベルの学習項目を利用して、大学生活に必要なメールなどが

書けるようになる。

 ４．中級前期レベルの文章に加え、（興味のある分野の）それより上のレベルの文章にも慣れ、調べながら

読むことができるようになる。

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i033

日本語中級講座Ⅱ
Intermediate Japanese II

【科目コード】10i033  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期・後期

【曜時限】月曜 3・4時限  【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室  【単位数】2  【履修者制限】無

【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】(非常勤講師 )下橋

【講義概要】中級Ⅱ日本語クラスの到達目標は次の通りである。

 １．中級（後期）レベルの文型・語彙・表現を使い、必要に応じて運用できる日本語能力を養う。

 ２．研究・大学生活に必要な会話・議論が場面に応じてできるようになる。また日本社会や文化についての

各自の意見を述べることができるようになる。

 ３．研究や就職活動に必要な文が書けるようになる。

 ４．新聞記事などの文を、辞書を使って調べながら、読めるようになる。

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i005

ビジネス日本語講座Ⅰ
Business Japanease I

【科目コード】10i005  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】木曜 3・4時限

【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ  【単位数】2  【履修者制限】  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】(非常勤講師 )栗原

【講義概要】将来日本企業での就職を目指す学生は、在学中の準備として、基本的なビジネス日本語とビジネ

ス常識を身につけておくことが必要である。この講座では、入社後に必要なビジネス日本語（会話、文書作

成、プレゼンテーション）、マナー、知識を総合的に学ぶ。授業は演習がメインとなる。各自目標を持って、

積極的に授業に参加していただきたい。

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i006

ビジネス日本語講座 II
Business Japanease II

【科目コード】10i006  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】木曜 3・4時限

【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ  【単位数】2  【履修者制限】  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】(非常勤講師 )栗原

【講義概要】将来日本企業での就職を目指す学生は、在学中の準備として、基本的なビジネス日本語とビジネ

ス常識を身につけておくことが必要である。この講座では、入社後に必要なビジネス日本語（会話、文書作

成、プレゼンテーション）、マナー、知識を総合的に学ぶ。授業は演習がメインとなる。各自目標を持って、

積極的に授業に参加していただきたい。

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目

10



10i007

科学技術国際コミュニケーション演習
Exercise in International Science and Technology Communication

【科目コード】10i007  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】火曜 5時限

【講義室】桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室 , 吉田 )工学 8号館 学生面談室  【単位数】1  【履修者制限】無

【講義形態】実習・演習  【言語】英語  【担当教員】Juha Lintuluoto (Dr. Eng.) and Darren Wall (PhD)

【講義概要】科学技術と社会，科学技術の専門家と非専門家，研究者と異分野の専門家など，科学技術に関するコミュニ

ケーション，社会と技術の接点を担うコミュニケーションについて，外国人講師による英語演習およびディスカッショ

ンを中心に実施する．とくに，異文化・異分野の理解のためのコミュニケーションにとって不可欠となる発信力（説明

力）と論理性（分析的思考）を重視した実践的なプレゼンテーションやディベートを通じ，技術倫理や技術者・研究者

の説明責任（アカウンタビリティ）等について，専門の枠を越えて考えていく．

【評価方法】講義への出席状況や受講参加態度、必要に応じて指示するレポートの内容等の成績を総合的に評価する。

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

Risk Communication in

(Chemical) Industry
Lect.1 Introduction & Effectively Communicating Risk Information

Lect.2
Risk Communication: Actions vs. Words

Lect.3
Guidelines for Presenting and Explaining Risk-Related Numbers and Statistics

Lect.4 Guidelines for Providing and Explaining Risk Comparisons

Lect.5 Concrete Examples of Risk Comparisons

Lect.6&7 Simulated Conference about Industrial Hazard Explanation (Group Work)

Fundamental

Communication

Techniques, and

Ethical Issues in

Scientific and

Technical

Communication

Lect.1 Fundamental Technical and Scientific Communication Skills

Lect.2
Student Presentations

Lect.3
An Introduction to Scientific and Engineering Ethics

Lect.4
Framing, Analysing and Resolving Ethical problems I

Lect.5
Framing, Analysing and Resolving Ethical problems II

Lect.6
Extended Case Studies and Worked Examples

Lect.7 Special Topics in Ethics in Scientific Communication

【教科書】必要に応じて指定する。

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10K001

先端マテリアルサイエンス通論
Introduction to Advanced Material Science and Technology

【科目コード】10K001  【配当学年】特別聴講学生，特別研究学生，大学院外国人留学生，大学院日本人学生

【開講期】前期

【曜時限】4月 16日から原則として毎週金曜日の 14：4・5－ 16：15に開講する。ただし，教員によっては 16：

15以降にも講義を行う。

【講義室】本年度は遠隔講義とし、吉田、桂両キャンパスで開講されます。都合のよい方に出席ください。

【単位数】2  【履修者制限】  【講義形態】リレー講義  【言語】英語  【担当教員】下記のとおり

【講義概要】先端マテリアルサイエンスは，近年めざましい発展をみた先端技術の基礎となるものであり，先

端技術の発展と新材料の開発は，相互に影響しながら今日の産業に大きく貢献している。この講義科目では，

最近の材料科学の変遷を紹介するために，バイオ材料，原子材料，金属材料，天然材料について，その概要

を講述する。あわせて，素材分析の基礎とマテリアルサイエンスの歴史的展望についても講述する。

【評価方法】出席回数１０回以上、かつ全レポート数のうち５つ以上の合格レポートを提出した学生を合格と

認め、２単位を与える。レポート提出は出題日から２週間以内に講義担当教官宛に行う。

 注意：講義に出席していない学生のレポート提出は認めない。

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

15

【教科書】なし

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10K004

新工業素材特論
New Engineering Materials, Adv.

【科目コード】10K004  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】木曜 5時限

【講義室】（桂）A1 棟 131 セミナー室・　　（吉田）工学部 8号館共同第 1講義室  【単位数】2  【履修者制限】

【講義形態】リレー講義  【言語】英語  【担当教員】関係教員

【講義概要】講義概要： 新素材の開発は先端技術の発展に不可欠のものであるが，新素材の実用化には多く

の問題点が存在することも事実である．本科目では工学のいろいろな分野で考究されている新素材について

紹介するとともに，その実用化あるいはさらなる新素材開発へ向けての問題点について考究しようとするも

のである．このために，材料の素材特性，電気電子工学分野や機械工学分野での新素材，天然素材としての

地球資源とその特性，ならびに，素材開発手法に関する基礎について英語で講述する．Outline: New

materials are necessary for the advancement of high technologies, but in order to develop these new materials for

practical applications, a number of problems must be solved. In this course, the problems encountered in the fields

of chemical engineering, electrical / electronic engineering, mechanical engineering and civil engineering are

discussed. Discussions are also held on natural resources, and how computers are being used in the development of

new materials. Lectures are given in English.

【評価方法】単位認定： 試験ではなく出席とレポートによる合否判定とする．(1) 出席回数 10 回以上かつ全

レポートのうち５つ以上合格レポートを提出した学生を合格とし，２単位を与える．(2) 各教官ごとにレポー

トを課しそれぞれ合否をつける．レポート提出は各教官の講義終了から２週間以内に提出のこととする．(3)

毎回出欠をとり，出席していない学生のレポートは認めない．Credit: The evaluation of a student’s work will

be given on a pass / fail basis, based on his / her attendance and reports, not on examinations.(1) Attending the

class 10 times or more and submitting at least 5 reports with passing marks is required to receive 2 credits.(2) A

report assignment will be given by every lecturer and must be submitted within 2 weeks from the end of the

lecture.(3) A student’s report on any lecture from which he / she is absent will not be accepted.

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10F067

構造安定論
Structural Stability

【科目コード】10F067  【配当学年】修士課程 1年  【開講期】後期  【曜時限】月曜 2時限  【講義室】C1-171

【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】白土博通・杉浦邦征・宇都宮智昭

【講義概要】本講義では、大規模な橋梁構造物や海洋構造物の安定性と安全性の維持向上と性能評価について

述べる。構造物の静的・動的安定性に関する基礎的とその応用、安全性能向上のための技術的課題について

体系的に講義するとともに、技術的課題の解決方法について、具体的例を示しながら実践的な解決方法につ

いて論じる。

【評価方法】最終試験、レポート、授業への積極的参加状況を加味して総合評価を行い、成績を決定する。

【最終目標】構造系の静的・動的安定問題を理解し、その定式化を行う能力を養成し、その限界状態を求める

方法論を習得する。あわせて、構造物の安定化メカニズムを理解し、設計・施工を行う能力を修得する。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

弾性安定論と基礎理

論
5

・構造安定問題の概要　

・全ポテンシャルエネルギ、安定性、数学的基礎　

・１自由度系、多自由度系の座屈解析　など

風を受ける構造物の

安定問題
4

・動的安定性（１）Introduction，非線形運動方程式の周期解の条件，他

・動的安定性（２）Duffing型非線形運動方程式

・動的安定性（３）

・動的安定性（４）

Dynamic stability

problems related to

Offshore

Engineering

3

・Equation of morion for a moored floating platform

・Jump and subharmonic responses in a moored floating platform

・Parametric excitation of a cable

【教科書】指定しない。

【参考書】随時紹介する。

【予備知識】構造力学、連続体力学、数理解析に関する知識を履修をしていることが望ましい

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10K008

計算力学及びシミュレーション
Computational Mechanics and Simulation

【科目コード】10K008  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】火曜 2時限

【講義室】C1-173  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義・演習  【言語】英語

【担当教員】白土・後藤・村田・リャン

【講義概要】計算力学の各種問題に対して数値解を求める過程をプログラミング演習により理解する。初期

値・境界値問題に対して有限要素法、差分法、粒子法等による離散化の手順を示すとともに、数値解を求め

るための各種解法を解説する。これらの内容に関する基本的なプログラミング演習を行い、計算力学の基礎

理論の適用方法を理解する。また、分子動力学シミュレーションの基礎と工学問題への応用を理解するため、

統計力学、分子動力学、モンテカルロ法およびマルチスケールモデルに基づく分子動力学シミュレーション

法を講述し、実際の工学問題への最近の応用例を紹介する。構造物の動的応答解析の一例として、自然風中

の応答評価法をいくつかの実例を交えて紹介する。さらに、自由表面流解析に関しては、粒子法を用いた

violent flowのシミュレーションに関する最新の技術を紹介し、粒子法特有の問題（離散化における運動量保

存性、数値的不安定としての圧力擾乱の発生と制御法等）に関して述べる。なお、本科目の講義と演習は英

語で行われる。

【評価方法】各課題についてレポートを提出し、通期の総合成績を判断する。

【最終目標】計算力学の基礎理論とその適用方法を、プログラミング演習等を通じて理解する。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

有限要素法による境

界値問題の解法
4

2次元ラプラス方程式の境界値問題に対して、有限要素法による離散化の

手順を示す。また、数値解を得るための共役勾配法とその並列化について

解説を行い、プログラミング演習により理解を深める。

均質化法と有限要素

解析
4

非均質な複合材料を等価な均質材料としてその力学解析を行う場合に用い

られる均質化法の考え方と，それを用いた均質化弾性係数テンソルの計算

方法について解説する。

分子動力学シミュ

レーション

分子動力学シミュレーションの基礎と工学問題への応用を理解するため、

統計力学、分子動力学、モンテカルロ法およびマルチスケールモデルに基

づく分子動力学シミュレーション法を講述し、実際の工学問題への最近の

応用例を紹介する。

乱流中の構造物の不

規則振動応答解析法
2

上記項目の基礎となる周波数解析，スペクトル解析，線形システム論，ポ

テンシャル流，非定常翼理論，不規則振動論，極値分布理論，などを概説

するとともに，その問題点を講述する。

粒子法による自由表

面流解析
4

粒子法を用いた violent flowのシミュレーションに関する最新の技術を紹

介し、粒子法特有の問題（離散化における運動量保存性、数値的不安定と

しての圧力擾乱の発生と制御法等）に関して述べる。

【教科書】指定しない。必要に応じて研究論文等を配布する。

【参考書】随時紹介する。

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10K016

計算地盤工学
Computational Geotechnics

【科目コード】10K016  【配当学年】  【開講期】後期  【曜時限】金曜 2時限  【講義室】C1-172  【単位数】2

【履修者制限】無  【講義形態】講義・演習  【言語】日本語

【担当教員】Fusao Oka (岡　二三生 ), Sayuri Kimoto (木元　小百合 )

【講義概要】The course provides students with the numerical modeling of clay, sand and soft rocks. The course

will cover reviews of the constitutive models of geomaterials. And the development of fully coupled finite element

formulation for solid-fluid two phase materials. Students are required to develop a finite element code for solving

boundary valueproblems. At the end of the term, project will be presented.

【評価方法】Presentation of the numerical results. Home work will be assigned during the term.

【最終目標】The term project is the numerical analysis of consolidation or liquefaction of ground.

【講義計画】

項目 回数 内容説明

Guidance and

Introduction to

Computational

Geomechanics

1

Constitutive

equations,

Elasto-viscoplastic

model etc.

1

Boundary value

problem;

consolidation

1

FEM programming 4

Questions and

Answers on

Programming

2

Special lecture on

Computational

Geomechanics

1

Presentation 3
presentation; interim report

final presentation of the nalysis

Examination 1

【教科書】Handout will be given.

【参考書】

【予備知識】Fundamental geomechanics and numericalmethods

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10F203

公共財政論
Public Finance

【科目コード】10F203  【配当学年】修士課程 1年  【開講期】前期  【曜時限】月曜 3時限  【講義室】C1-173

【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】英語  【担当教員】小林，松島

【講義概要】中央政府あるいは地方自治体における予算とその執行に関わる公的財政の考え方について、公共

経済学、都市経済学の分野における基礎理論や分析モデルを交えて説明する。さらに、地方分権下における

新しい公的財政論の考え方について解説する。具体的には、行財政構造、費用便益分析、行政評価、バラン

スシート、インフラ会計、一般均衡モデル、財政的外部経済性、租税システム、アセットマネジメント、経

済成長モデル等に関して具体的事例をあげながら説明する。

【評価方法】平常点（出席，レポート，クイズなど）3-4割，最終試験 6-7割

【最終目標】中央政府あるいは地方自治体における予算とその執行に関わる公的財政のあり方を理解する

【講義計画】

項目 回数 内容説明

概説 1

GNPと社会会計 2

AD-AS Model 3

IS-LM Model 2

金融政策 2

国際経済学 2

経済成長モデル 2

【教科書】指定なし

【参考書】中谷巌，入門マクロ経済学　第 5版，日本評論社，2007

 Dornbusch et al., Macroeconomics 10th edition, Mcgrow-hill, 2008

【予備知識】ミクロ経済学（地球工学科科目「公共経済学」）に関する予備知識があることが望ましい

【授業 URL】

【その他】講義資料掲載 webページのアドレスは初回講義時に紹介する

国際化対応科目
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10F223

リスクマネジメント論
Risk Management Theory

【科目コード】10F223  【配当学年】修士課程 1年  【開講期】後期  【曜時限】火曜 1時限  【講義室】C1-173

【単位数】2  【履修者制限】  【講義形態】講義・演習  【言語】英語  【担当教員】横松宗太　岡田憲夫

【講義概要】本講義では都市・地域における災害や資源・環境に関する多様なリスクをマネジメントす

るための代表的な方法論について説明する．多様な主体間のコンフリクトのメカニズムを

分析するための考え方や手法，合意形成の具体的な方法について解説する．また数理モデ

ルを用いたリスク下の意思決定原理やファイナンス工学の基礎について学ぶ．

【評価方法】平常点（20%），レポート点（80％）で総合的に評価を行う．

【最終目標】1)都市・地域における災害や資源・環境に関する多様なリスクをマネジメントするた

めの代表的なアプローチや方法論の概要の理解

2)リスク社会学の概要の理解

3)リスク下の意思決定問題の数理モデルやファイナンス工学の基礎の理解

【講義計画】

項目 回数 内容説明

ガイダンス 1 リスクマネジメント概論

公共計画とリスクマ

ネジメント
3

2-1 公共リスクとは、マネジメントのプロセス、リスクガバナンスの考え

方

2-2 災害のリスクマネジメントと環境のリスクマネジメント

2-3 都市・地域のリスクマネジメント

リスク社会学 2
3-1リスク社会とは

3-2 Myths of Human Nature, Beck’s Cultural Theory

不確実性下の意思決

定理論の基礎
2

4-1 不確実性と情報，ベイズの定理，期待値基準，期待効用最大化仮説

4-2 期待効用理論：危険回避選好，確実性等価，リスクプレミアム，保険

市場の分析

ファイナンス工学

１：
6

5-1 確率過程：正規分布，中心極限定理，ランダムウォーク，ブラウン運

動，幾何ブラウン運動，マルチンゲール

5-2 オプション価格理論：現在価値分析，オプション（コール・プット，

ヨーロピアン・アメリカン），先渡し，先物，裁定取引，コール・プット・

パリティ，オプションの複製，リスク中立確率

5-3無裁定定理：２項モデル，多期間２項モデル，ブラックショールズ方

程式

【教科書】なし

【参考書】① Investment Science, by David G. Luenberger, Oxford Univ. Press (1998)

② The Economics of Uncertainty and Information　by Jean-Jacques

Laffont, tranlated by John P. Bonin, MIT Press, 1989

③ Global Risk Governance by O Renn at al, Springer, 2008.

【予備知識】確率統計学の基礎 , 微分方程式

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10F219

人間行動学
Quantitative Methods for Behavioral Analysis

【科目コード】10F219  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】月曜 5時限

【講義室】C1-172  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】藤井聡

【講義概要】　土木計画や交通計画の策定行為，ならびに，その運用をより適切に行うためには，諸計画が対

象とする人間の行動を，その社会的な文脈を踏まえた上で十分に理解しておくことが極めて重要である．な

ぜなら，現在の諸計画の策定にもその運用にも，それに関与する様々な一般の人々の心理と行動が多大な影

響を及ぼしているからである．

　本講義ではこうした認識の下，人間行動に関する科学である心理学に基づいて，土木計画，交通計画に資

する実践的な心理学，すなわち，「公共心理学」を論ずるものである．

　すなわち，まず本講義では，土木計画，交通計画が取り扱う社会状況には“社会的ジレンマ”と呼ばれる

構造的問題が常に胚胎されていることを明示的に論じた上で，その問題を改善するために求められる人間行

動学的アプローチを論ずる．またその中で，人間行動における一般的な意思決定プロセスやその計量化方法

を論ずる．

【評価方法】試験とレポートで評価する．

【最終目標】現実社会にどの様な社会的ジレンマ問題が潜んでいるかを把握すると共に，その状況下での人間

行動に関する一般的傾向を理解し，それらを踏まえた上で，具体の社会的ジレンマ問題を解消するための広

範な解決策を臨機応変に供出できる能力を，諸学生が身につけることを目標とする．

【講義計画】

項目 回数 内容説明

ガイダンス（公共政

策と人間行動学／社

会心理学）

1

社会的ジレンマ１ 2

選択と判断の理論 1

計量的意思決定理論 1

社会的行動の態度と

習慣
1

協力行動への行動変

容技術
3

実験計画と分散分析 1

公共政策に対する心

理
3

信頼と価値の心理学 1

【教科書】

【参考書】

【予備知識】極めて基礎的な統計学，ならびに日本語．

【授業 URL】

【その他】以下のテキストを使用．藤井聡：社会的ジレンマの処方箋―都市・交通・環境問題の処方せん―，

ナカニシヤ出版．

国際化対応科目
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10F261

地震・ライフライン工学
Earthquake Engineering/Lifeline Engineering

【科目コード】10F261  【配当学年】  【開講期】前期  【曜時限】火曜 1時限  【講義室】C1-191  【単位数】2

【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】清野・五十嵐

【講義概要】都市社会に重大な影響を及ぼす地震動について、地震断層における波動の発生に関するメカニズ

ムや伝播特性、当該地盤の震動解析法を系統的に講述するとともに、構造物の弾性応答から弾塑性応答に至

るまでの応答特性や最新の免振・制振技術について系統的に解説する。さらに、過去の被害事例から学んだ

ライフライン地震工学の基礎理論と技術的展開、それを支えるマネジメント手法と安全性の理論について講

述する。

【評価方法】試験結果・レポートの内容・出席等を総合的に勘案して評価する。

【最終目標】地震発生・波動生成のメカニズムから地盤震動、ライフラインを含む構造物の震動特性までの流

れをトータルに把握できる知識を身に付けるとともに、先端の耐震技術とライフライン系のリスクマネジメ

ント手法についての習得を目指す。

【講義計画】
項目 回数 内容説明

地震の基礎理論 2
地球深部に関する知識と内部を通る地震波、地震断層の種類、波動の発生

について、過去の歴史地震の紹介を交えながら講述する。

地震断層と発震機構 1
地震の種類やエネルギーの蓄積、弾性反発や地震の大きさなどについて講

述する。

実体波と表面波 1
波動方程式の導出と、弾性体中を伝わる実体波と表面波の理論について講

述する。

地盤震動解析の基礎 1
水平成層地盤の 1次元応答解析である重複反射理論の導出と、地盤の伝達

関数とその応用について講述する。

応答スペクトルと構

造物の弾塑性応答
1

構造物の耐震設計を行うための基礎的な概念である地震動の応答スペクト

ルと、弾塑性応答の評価の考え方について述べる。

コンクリート構造物

および鋼構造物の耐

震性

2
コンクリート構造物および鋼構造物の耐震性に関する要点と現在の課題に

ついて講述する。

基礎と構造物の耐震

性
1 基礎と構造物の動的相互作用に関する課題について述べる。

免震・制震 1
構造物の地震時性能の向上のための有力な方法論である免震および制震技

術の現状について講述する。

耐震補強・耐震改修 1
既設構造物の耐震性を高めるための耐震補強・改修の考え方と現状につい

て述べる。

地下構造物の耐震性 1 地下構造物の耐震性に関する要点および現在の課題について述べる。

地震とライフライン 1
地震によるライフライン被害の歴史とそこから学んだ耐震技術の変遷、ラ

イフラインの地震応答解析と耐震解析について講述する。

ライフラインの地震

リスクマネジメント
1

入力地震動の考え方、フラジリティ関数や脆弱性関数、リスクカーブの導

出に至る一連の流れを講述する。

【教科書】特に指定しない

【参考書】講義中に適宜紹介する

【予備知識】学部講義の波動・振動論の内容程度の予備知識を要する

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10F456

新環境工学特論 I
New Environmental Engineering I, Advanced

【科目コード】10F456  【配当学年】  【開講期】前期  【曜時限】月曜 5時限  【講義室】総合研究 5号館 2階大講義室・C1-171  【単位数】2

【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】(工学研究科 )教授　津野　洋・教授　田中宏明・教授　清水芳久・(地球環境学堂 )教授　藤井滋穂

【講義概要】水環境に関わる環境工学諸課題について、その基礎知識・最新技術・地域性と適用例を、英語で各種の講師が講義する。講義およびその後の

学生発表・討議により、専門知識の習熟とともに、専門英語力・国際性を修得する。

本科目は、京都大学、マラヤ大学、清華大学の３大学の同時遠隔共同授業である。すべての授業は英語のみで実施され、京都大学、マラヤ大学、清華大学

の教員が、直接（京都大学）および遠隔講義（マラヤ大学、清華大学）として実施される。このため、収録済みビデオ、テレビ会議システム VCS、スラ

イド共有システムを併用したハイブリッド遠隔 learningシステムで講義は実施される。また、学生は、これら講義を参考に英語によるショート課題発表を

行う。海外大学（清華大学・マラヤ大）関連教員による各国事情、さらにそれらの海外大学の教員・大学院生との総合討論などで、環境分野における英語

能力の向上・国際性の向上を培う。

This course provides various kinds of engineering issues related to water environment in English, which cover fundamental knowledge, the latest technologies and

regional application examples. These lectures, English presentations by students, and discussions enhance English capability and internationality of students.

The course is conducted in simultaneous distance-learning from Kyoto University, or from remote lecture stations in University of Malaya, and Tsinghua

University. For the distance-learning, a hybrid system is used, which consists of prerecorded lecture VIDEO, VCS (Video conference system) and SS (slide sharing

system). The students are requested to give a short presentation in English in the end of the lecture course. This course may improve students’ English skill and

international senses through these lectures, presentations, and discussions.

【評価方法】授業参加、発表および討議で評価する。

Evaluate by class attendance, Q&A and presentation.

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

ガイダンスと日本の下水処理

場概要説明（藤井）
1

Guidance & self introduction of students & lecturer on “Wastewater Treatment Plants Case Study in Japan

(Fujii)

水質と汚染問題（津野） 1 Water Quality and Pollution Issues (Tsuno)

マレーシアにおける水質汚染

の歴史（マラヤ大学 Halim

教授）

1 History of Water Pollution in Malaysia (Prof. Halim, University of Malaya)

処理技術（実践的高度技術

I）：膜処理（清華大学黄霞教

授）

1
Treatment Technologies (Practical & Advanced Technology I): Membrane Technology (MT) (Prof. Huang,

Tsinghua University)

廃水再利用と消毒（田中） 1 Wastewater reuse & disinfection (Tanaka)

嫌気性生物処理技術（マラヤ

大学 Shaliza教授）
1 Anaerobic Biological Treatment Technologies (Prof. Shaliza, University of Malaya)

処理技術（実践的高度技術

Ⅱ）：生物学的窒素除去

（BNR） （清華大学文湘華教

授）

1
Treatment Technologies (Practical & Advanced Technology II): Biological Nutrient Removal (BNR) (Prof.

Wen, Tsinghua University)

中国の廃水処理現況（清華大

学黄霞教授）
1 Wastewater Treatment Plants Case Study in China (Prof. Huang, Tsinghua University)

マレーシアの廃水処理現況

（マラヤ大学 Ghazaly教授）
1

Wastewater Treatment Plants Case Study in Malaysia - Design Consideration - (Prof. Ghazaly, University of

Malaya)

土壌汚染とその処理技術（清

水）
1 Soil and groundwater pollution, and their treatment technologies (Shimizu)

学生課題発表 I（全員） 1 Student Presentations /Discussions I (all)

学生課題発表Ⅱ（全員） 1 Student Presentations /Discussions II (all)

特別講演（講師未定、招聘教

授予定）
1 Special lecture (not finalized, a visiting professor)

【教科書】なし

　Class handouts

【参考書】適宜推薦する

Introduce in the lecture classes

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】本科目か新環境工学特論Ⅱのいずれかは、アジア環境工学論に読み替えることができる。講義は、パワーポイント中心の説明で実施され、授業

では、その印刷物が学生全員に配布される。また、専門用語や難解英語の説明・和訳対照表も配布する。

Either of this course or “New Environmental Engineering II, advanced” can be dealt as “Asian Environmental Enigneering”. PowerPoint slides are main

teaching materials in the lectures, and their hard copies are distributed to the students. In addition, a list of technical terms and difficult English words is given to the

students with their explanation and Japanese translation.

国際化対応科目
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10F458

新環境工学特論 II
New Environmental Engineering II, Advanced

【科目コード】10F458  【配当学年】  【開講期】後期  【曜時限】月曜 5時限  【講義室】総合研究 5号館 2階大講義室・C1-171

【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】(工学研究科 )教授 松岡　譲・教授　清水芳久・准教授　高岡昌輝・准教授　倉田学児・(地球環境学堂 )教授　藤井滋穂

【講義概要】大気環境、廃棄物管理に関わる環境工学諸課題について、その基礎知識・最新技術・地域性と適用例を、英語で各種の講師

が講義する。講義およびその後の学生発表・討議により、専門知識の習熟とともに、専門英語力・国際性を修得する。

本科目は、京都大学、マラヤ大学、清華大学の３大学の同時遠隔共同授業である。すべての授業は英語のみで実施され、京都大学、マ

ラヤ大学、清華大学の教員が、直接（京都大学）および遠隔講義（マラヤ大学、清華大学）として実施される。このため、収録済みビ

デオ、テレビ会議システム VCS、スライド共有システムを併用したハイブリッド遠隔 learningシステムで講義は実施される。また、学

生は、これら講義を参考に英語によるショート課題発表を行う。海外大学（清華大学・マラヤ大）関連教員による各国事情、さらにそ

れらの海外大学の教員・大学院生との総合討論などで、環境分野における英語能力の向上・国際性の向上を培う。

【評価方法】授業参加、発表および討議で評価する。　

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

地球温暖化と低炭素社会

（松岡）
1 Global warming and Low carbon society (Matsuoka)

大気汚染の科学：健康影

響（マラヤ大学 Nik教

授）

1 Science of Air Pollution: Health Impacts (Prof. Nik, University of Malaya)

大気拡散とモデル化（清

華大学 S Wang教授）
1 Atmospheric diffusion and modeling (Prof. S Wang, Tsinghua University)

大気汚染、その歴史的展

望、アジアの国から

（１）：中国 （清華大学

Hao教授）

1
Air Pollution, Its Historical Perspective from Asian Countries (I),China (Prof. Hao, Tsinghua

University)

大気汚染、その歴史的展

望、アジアの国から

（２）：マレーシア （マラ

ヤ大学 Nik教授）

1
Air Pollution, Its Historical Perspective from Asian Countries (II), Malaysia (Prof. Nik, University

of Malaya)

大気汚染、その歴史的展

望、アジアの国から

（２）：日本（倉田）

1 Air Pollution, Its Historical Perspective from Asian Countries (III), Japan (Kurata)

学生課題発表 I（全員） 1 Student Presentations /Discussions I (all)

廃棄物管理（高岡） 1 Solid Waste Management (Takaoka）

廃棄物管理序論（マラヤ

大学 Agamuthu教授）
1

Introduction to Municipal Solid Waste (MSW) Management(Prof. Agamuthu, University of

Malaya)

廃棄物管理事例研究：中

国（清華大学W Wang教

授）

1 Solid Waste Management, Case Study in China (Prof. Hao, Tsinghua University)

廃棄物管理事例研究：日

本（高岡）
1 Solid Waste Management, Case Study in Japan (Takaoka）

廃棄物管理事例研究：マ

レーシア（マラヤ大学

Agamuthu教授）

1 Solid Waste Management, Case Study in Malaysia (Prof. Agamuthu, University of Malaya)

学生課題発表Ⅱ（全員） 1 Student Presentations /Discussions II (all)

【教科書】なし

【参考書】適宜推薦する

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】本科目か新環境工学特論Ⅰのいずれかは、アジア環境工学論に読み替えることができる。講義は、パワーポイント中心の説明

で実施され、授業では、その印刷物が学生全員に配布される。また、専門用語や難解英語の説明・和訳対照表も配布する。

国際化対応科目
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10i017

建築学コミュニケーション（専門英語）
Architecture Communication

【科目コード】10i017  【配当学年】  【開講期】前期  【曜時限】  【講義室】  【単位数】  【履修者制限】

【講義形態】  【言語】  【担当教員】

【講義概要】

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10G205

マイクロシステム工学
Microsystem Engineering

【科目コード】10G205  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】月曜 3時限

【講義室】物理系校舎 216  【単位数】2  【履修者制限】  【講義形態】講義・演習  【言語】英語

【担当教員】田畑 , 小寺 , 神野 , 土屋

【講義概要】マイクロシステムは微小領域における個々の物理現象、化学現象を取り扱うだけでなく、これら

を統合した複雑な現象を取り扱うことを特徴としている。

本科目ではマイクロ、さらにはナノスケールの物理、化学現象の特徴をマクロスケールとの対比で明確にし

た上で各論 (センサ（物理量（圧力、流量、力、光、温度）、化学量（イオン濃度、ガス濃度、バイオ））、ア

クチュエータ（圧電、静電、形状記憶））、集積化、システム化技術について講義する。

【評価方法】各講義で課されるレポートによって評価する。

【最終目標】マイクロシステムにおけるセンシング、アクチュエーションの原理を理解し、マイクロスケール

における様々な現象を取り扱う基礎知識を習得する。また、これらを応用したデバイスを実現するための設

計技術を理解する。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

電気機械システムモ

デリング
2

マルチフィジクスモデリングを講義する。マイクロシステムで基礎となる

電気ー機械連成系のシステム解析について講義する。

電気機械システムシ

ミュレーション
2

MEMSの数値解析手法について講義する。特にマルチフィジクスシミュ

レーションの手法を紹介する。

静電マイクロシステ

ム
2

静電容量型センサ、アクチュエータの基礎と応用デバイスについて講義す

る。

圧電マイクロシステ

ム
2 圧電型センサ、アクチュエータの基礎と応用デバイスについて講義する。

物理量センサ 3
マイクロシステムの応用デバイスとして加速度センサ、圧力センサなどの

原理について講義する。

微小化学分析システ

ム
2

マイクロシステムを用いた、化学分析システム、バイオセンシングデバイ

スについて講義する。

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】本講義は微小電気機械システム創製学 (10V201)と連携して開講する。このため、本講義について

は単独での履修登録は可能であるが，講義は各回月曜 2限と 3限を連続して行うため，2限と 3限の両方の

講義時間を受講できることが必須である．

なお、微小電気機械システム創製学は課題解決型の授業を行うため，講義時間外の学習・作業および 9月前

半に行う集中講義の受講が必須である．微小電気機械システム創製学の受講を希望する者は，前期セメスタ

終了までに，担当教員にコンタクトすること。

国際化対応科目
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10K013

先端機械システム学通論
Advanced Mechanical Engineering

【科目コード】10K013  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期

【曜時限】11月以降の火曜 5時限、木曜 4時限  【講義室】物理系校舎 213講義室、あるいは担当教員の研究室

【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】英語  【担当教員】関連教員（全 7名）

【講義概要】工学研究科の外国人学生を主対象とする英語による講義であるが、日本人学生も受講可である。

機械力学、材料力学、熱力学、流体力学、制御工学、設計・生産工学、マイクロ物理工学など、機械工学の

柱となる 7分野につき、機械理工学専攻・マイクロエンジニアリング専攻・航空宇宙工学専攻の教員が分担

して、各分野で重要なトピックスを中心に各 2回ずつ計 14回の講義を行う。特に人数制限は設けていない

が、比較的少人数で行い、このため講義中の相互のディスカッションにも重点をおくことがある。

【評価方法】レポートや講義中のディスカッションの内容による。

【最終目標】機械工学全般にわたる科目なので、個々の分野を深く掘り下げるまでにはいたりにくい面はある

が、各種の力学に基づく機械工学において重要となる事項を把握するとともに、機械的なものの考え方を身

につけてほしい。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

機械力学分野 2

材料力学分野 2

熱力学分野 2

流体力学分野 2

制御工学分野 2

設計・生産工学分野 2

マイクロ物理工学分

野
2

原則として各分野は２回続きで行うが、全体の順番は講師の都合により不

同である。

【教科書】指定せず。

【参考書】講義の中で適宜紹介する。

【予備知識】学部レベルの機械工学全般の知識

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10C076

基礎電磁流体力学
Fundamentals of Magnetohydrodynamics

【科目コード】10C076  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】木曜 2時限

【講義室】工学部 1号館 原子核 2  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】英語講義  【言語】英語

【担当教員】功刀資彰，福山　淳

【講義概要】This course provides fundamentals of magnetohydrodynamics which describes the dynamics of

electrically conducting fluids, such as plasmas and liquid metals. The course covers the fundamental equations in

magnetohydrodynamics, dynamics and heat transfer of magnetofluid in a magnetic field, equilibrium and stability

of magnetized plasmas, as well as illustrative examples.

【評価方法】出席およびレポート（２回）

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

Liquid Metal MHD 6

Plasma MHD 6

【教科書】講義時に資料を配布

【参考書】

【予備知識】流体力学および電磁気学の基礎

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10C611

電磁界シミュレーション
Computer Simulations of Electrodynamics

【科目コード】10C611  【配当学年】修士課程 1年  【開講期】前期  【曜時限】火曜 5時限

【講義室】A1-131(桂 2)、電総中、宇治  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】英語

【担当教員】大村善治・臼井英之

【講義概要】電磁界解析の有効な手法として近年脚光を浴びている FDTD (Finite-Difference Time-Domain)法

に加え、電磁界とプラズマ粒子の相互作用をセルフコンシステントに解き進める PIC (Particle-In-Cell)法に

ついて解説し、電磁粒子モデルの計算機シミュレーションの基礎を講義する。

【評価方法】出席点＋レポート点＋発表点

【最終目標】電磁界解析の有効な手法として近年脚光を浴びている FDTD (Finite-Difference Time-Domain)法

に加え、電磁界とプラズマ粒子の相互作用をセルフコンシステントに解き進める PIC (Particle-In-Cell)法に

ついて学習し、電磁粒子モデルの計算機シミュレーションの基礎を習得する。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】(1) H. Matsumoto and Y. Omura, Computer Space Plasma Physics: Simulation Techniques and

Softwares, Terra Scientific, Tokyo, 1993. (2) H. Usui and Y. Omura, Advanced Methods for Space Simulations,

Terra Pub, 2007.

【予備知識】電磁気学・ベクトル解析・プログラミング言語

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10K010

先端電気電子工学通論
Recent Advances in Electrical and Electronic Engineering

【科目コード】10K010  【配当学年】博士  【開講期】後期  【曜時限】火曜日　5時限

【講義室】受け入れ研究室  【単位数】2  【履修者制限】留学生  【講義形態】ゼミ形式  【言語】英語

【担当教員】

【講義概要】本講義は，電気系教室の研究室から選択した 3 研究室で行われている研究についてのセミナー

を行うことにより，電気電子工学 (エネルギー・電気機器，計算機・制御・システム工学，通信・電波工学，

電子物性・材料 ) の最先端の研究・技術に関する現状を紹介し，それぞれの専門の枠を越えた広い視野を涵

養することを目標とする．

【評価方法】出席，レポートおよびディスカッションによる .

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】なし

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i024

合成・生物化学の最前線
Frontier of Coordination chemistry

【科目コード】10i024  【配当学年】  【開講期】前期  【曜時限】  【講義室】  【単位数】  【履修者制限】

【講義形態】  【言語】  【担当教員】

【講義概要】

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10i027

先端物質化学工学
Chemical Engineering for Advanced Materials

【科目コード】10i027  【配当学年】修士課程  【開講期】通年  【曜時限】集中  【講義室】  【単位数】2

【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】関係教員

【講義概要】当専攻では提供困難な領域の講義を提供し，海外の，当専攻とは異なるベクトルの教育・研究を

行う大学から講師招くことにより，新たな観点からの教育効果を期待する．平成２１年度は，バイオプロセ

スの設計など，バイオ・ケミカルエンジニアリングの基礎を，日本とドイツにおける事例を紹介しながらの

講義を行う．

【評価方法】

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

国際化対応科目
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10C084

原子核工学最前線
Nuclear Engineering, Adv.

【科目コード】10C084  【配当学年】修士課程  【開講期】前期  【曜時限】木曜 3時限

【講義室】工学部 1号館 原子核 2  【単位数】2  【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語

【担当教員】佐々木

【講義概要】原子核工学に関連する最先端技術、例えば、原子炉物理、核燃料サイクル、核融合炉、加速器、

放射線利用、放射線による診療・治療などの多岐にわたる技術や原子力政策、リスク論などについて国内外

の第一線の研究者ならびに専門家が講述する。

【評価方法】講師が課す課題に対するレポートと出席で評価する。

【最終目標】原子核工学に関する最先端技術を学修することと、技術を社会的にとらえる視点を身に付けるこ

とを目標とする。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】

他専攻開放型科目
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10R804

新産業創成論
Seminar on Creation of New Industries

【科目コード】10R804  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】月曜 5時限

【講義室】VBL棟 2階セミナー室  【単位数】2  【履修者制限】無（各回の聴講も可）  【講義形態】講義

【言語】日本語  【担当教員】松重 和美・中村 敏浩、および関係教員

【講義概要】先端技術のさらなる進展に加えて、理系と文系の融合などによる新たな産業・文化の創成などの

新しい展開が求められている昨今、社会システムの変革を引き起こす技術開発の担い手としてベンチャー企

業が注目されています。本講義では、新産業創出に関する最近の動き、研究成果の事業化、ベンチャーにお

ける技術経営とその戦略を中心に授業テーマとして取り上げて講義を進めます。授業形式としては、各回の

授業テーマに関して当該分野で活躍されている方を講師（話題提供者）としてお招きし講演していただき、

受講生との討論を主体とした双方向的講義を行います。

【評価方法】レポートにより評価を行う。また、講義への出席状況も考慮する。

【最終目標】ナノテクノロジー等のハイテク分野を主な対象に、ベンチャーの動向・内実や企業経営・戦略、

ハイテクベンチャーの基盤となる知的財産権 (特許 )、産学官連携の在り方や戦略に関して、理解を深めてい

ただきます。講師（話題提供者）は、企業経営や産学官連携の最前線で活躍している方々であり、それらの

方々から直に話をうかがうことにより研究成果の事業化やベンチャービジネスの現実を感じ取っていただき、

いかにすれば自分のアイディアや研究成果を起業・事業化できるのかについて考えていただくことも目標と

しています。

【講義計画】
項目 回数 内容説明

概論（新産業創出へ

の最近の動きと大学

における取り組み）

1

研究成果の事業化と

大学発ベンチャーの

育成

1

京都の伝統産業にお

ける経営学
1

ベンチャーにおける

技術経営
2

ベンチャー経営にお

ける知的財産権
1

ベンチャー経営にお

ける人材論
2

ベンチャーにおける

起業家のセンス
4

京都大学発ベン

チャーの内実
1

【教科書】特に指定なし。講義資料および関連資料は、講義中に適宜配布する。

【参考書】特に指定なし。

【予備知識】特に予備知識は必要としないが、ベンチャービジネスや技術経営（MOT: Management of

Technology）に関心を持っていることが望ましい。

【授業 URL】http://www.vbl.kyoto-u.ac.jp/index.php?p=128

【その他】

他専攻開放型科目

32



10D638

高分子産業特論
Advanced Seminar on Polymer Industry

【科目コード】10D638  【配当学年】修士課程  【開講期】前期  【曜時限】金曜 3・4時限  【講義室】A2-306  【単位数】2

【履修者制限】無  【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】学外非常勤講師

【講義概要】高分子産業における研究開発や特許・知的財産についての考え方，　研究技術者としての倫理等について，実際に経験を積

まれた学外講師が講述する．原則として 1 回 2講時の集中講義方式とする．

【評価方法】成績は出席，レポートの結果を総合して判定する．

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

平野　茂樹 先生 (大阪ガ

ス株式会社エネルギー技

術研究所長 )

1 エネルギー、資源の未来戦略

中尾　俊夫 先生 (住友

ベークライト株式会社　

神戸基礎研究所長 )

1 「産学連携ケーススタディー」（仮題）

鎌田　晃　 先生 (富士フ

イルム株式会社　Ｒ &Ｄ

統括本部 )

1 創造型企業のＲ &Ｄ　（技術者の使命、市場との対話について）

増田　房義 先生 (三洋化

成工業株式会社代表取締

役副社長 )

1 企業における機能化学品の研究開発

植村　忠廣 先生 (東レ

（株）水処理技術開発セ

ンター　所長 )

1 世界の水問題解決に貢献する高分子分離膜技術

上野　捷二 先生 (元　住

友化学 ,　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　近畿化学協会化学技術

アドバイザー )

1 実践的工学倫理

清水 紀弘 先生 (電気化学

工業（株）電子材料研究

センター長 )

1 未定

清水　哲男 先生 (化学技

術戦略推進機構・戦略推

進部・部長 )

1 フッ素系高分子産業に見る機能性化学品のモノづくり（仮題）

浅沼 正 先生 (三井化学分

析センター 常務取締役、

構造解析研究部長 )

1 知財関連の話、企業から見た戦略的　分析・構造解析

大西　敏博　先生 (住友

化学株式会社・筑波研究

所光電材開発グループ長

)　　　　　　　

1 高分子 LED(電界発光デバイス）の開発

【教科書】

【参考書】講義中に推薦する．

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】講師との連絡法は講義中に指示する．

他専攻開放型科目
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10D043

先端科学機器分析及び実習 I
Instrumental Analysis, Adv. I

【科目コード】10D043  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】木曜 4・5時限

【講義室】A2-304  【単位数】1  【履修者制限】有　受講者多数の場合は制限有  【講義形態】講義・実習

【言語】日本語  【担当教員】関係教員

【講義概要】本科目は工学研究科化学系６専攻の学生を対象にした大学院科目であり，関係担当教員と TAに

よるリレー形式の講義と実習を行う．各科目で各々，講義では先進の３種類の機器分析の原理を理解させ，

さらに実習を行わせることにより大学院修士課程ならびに博士後期課程学生の先端科学機器分析のスキルを

身につけさせることを主たる目的とする．受講生は，各装置の講義を受講し幅広い知識を習得したうえで，

各装置の基礎実習・および応用実習をおこなう．

【評価方法】実習課題のレポートにより評価する．

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

先進機器分析総論 1
ラマン分光、表面総合分析、原子間力顕微鏡（AFM) について総論を講じ

る．

先進機器分析各論 3

ラマン分光：1．分子と輻射場の相互作用　　　　　　2．時間を含む摂動

論 ?Fermiの golden rule?　　　　　　3．光の吸収・放出　　　　　　4．

Rayleigh散乱と Raman散乱　　　　　　5．Raman散乱の選択則表面総合

分析：X線光電子分光法原子間力顕微鏡（AFM) ：AFMの原理ならびに

測定モードと粒子間力、表面間力評価への応用

機器を使用した実習

【基礎課題実習】
2 担当教員から与えられる課題に関する実習を行う．

機器を使用した実習

【応用課題実習】
2 担当教員から与えられる課題に関する実習を行う．

【教科書】

【参考書】表面総合分析：1．田中庸裕、山下弘己編 固体表面キャラクタリゼーションの実際、講談社サイエ

ンティフィック

【予備知識】

【授業 URL】http://www.ehcc.kyoto-u.ac.jp/trinity/（ユーザー ID　xps, パスワード esca)　

【その他】本科目の機器群（予定）

・表面総合分析装置（ESCA）［受講者数３０人程度］

・固体振動分光法（ラマン FT-IR）［受講者数８人程度］

・原子間力顕微鏡（AFM）［受講者数６人程度］

他専攻開放型科目
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10D046

先端科学機器分析及び実習 II
Instrumental Analysis, Adv. II

【科目コード】10D046  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】木曜 4・5時限

【講義室】A2-304  【単位数】1  【履修者制限】有　受講者多数の場合は制限有  【講義形態】講義・実習

【言語】日本語  【担当教員】関係教員

【講義概要】本科目は工学研究科化学系６専攻の学生を対象にした大学院科目であり，関係担当教員と TAに

よるリレー形式の講義と実習を行う．各科目で各々，講義では先進の３種類の機器分析の原理を理解させ，

さらに実習を行わせることにより大学院修士課程ならびに博士後期課程学生の先端科学機器分析のスキルを

身につけさせることを主たる目的とする．受講生は，各装置の講義を受講し幅広い知識を習得したうえで，

各装置の基礎実習・および応用実習をおこなう．

【評価方法】実習課題のレポートにより評価する．

【最終目標】

【講義計画】

項目 回数 内容説明

先進機器分析総論 1
ストップトフロー分光法，FT-NMR，MALDI-TOF MASS について総論を

講じる．

先進機器分析各論 3

機器を使用した実習

【基礎課題実習】
2 担当教員から与えられる課題に関する実習を行う．

機器を使用した実習

【応用課題実習】
2 担当教員から与えられる課題に関する実習を行う．

【教科書】

【参考書】

【予備知識】

【授業 URL】

【その他】本科目の機器群（予定）

ストップトフロー分光法［受講者数 5人程度］

FT-NMR［受講者数 10人程度］

MALDI-TOF MASS［受講者数 20人程度］

他専攻開放型科目
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10i002

ICTと持続性社会
Information and Communications Technology for Sustainable Society

【科目コード】10i002  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期  【曜時限】木曜 5時限

【講義室】吉田 )工学部 8号館 学生面談室 , 桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室  【単位数】2  【履修者制限】

【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】（特命教授）曽根、椹木、山本（修）、和田（健）、ほか

【講義概要】ユビキタスネットワーク時代を実現するＩＣＴ（情報通信技術）は，我々の社会経済構造の変革

をもたらし，生活の利便性のみならず，新しいコミュニケーションによる安心・快適社会の実現や，深刻化

する地球温暖化・環境問題の解決に向けても，大きく貢献することが期待されている．

本講義では，コンピュータとネットワーク機器，それらを実現する材料・デバイス技術から，エレクトロニ

クス製品への実装技術とこれらを活用した豊かな人間社会の創出に至るまでの，ＩＣＴの最前線について講

述し，人・モノ・環境・社会・エネルギーをつなぐＩＣＴの役割と課題について学修する．

【評価方法】出席率（50％）および３回のレポート課題（50％）を総合して成績を評価する．

【最終目標】ユビキタスネットワーク時代の新しいライフスタイルを提供する将来の社会ニーズから明らかと

なる技術課題を把握し，ＩＣＴによる持続性社会の実現に関して，日本企業における先端技術の研究開発戦

略と，工学の諸分野におけるＩＣＴ活用事例や新しいビジネスモデルの実際について学修する．

【講義計画】

項目 回数 内容説明

第１回 ＩＣＴと持続性社会：総論

第２回 エネルギー・環境問題に挑戦するナノテクノロジー

第３回 ユビキタスネットワーク時代を支えるコンピューティング

第４回 ユビキタス端末の最新実装技術

第５回 クラウドコンピューティングを加速する次世代ネットワーキング技術

第６回 メモリ LSI技術の基礎と技術動向

第７回 画像符号化の技術開発と国際標準化への展開

第８回 ネットワークロボット技術と法的問題

第９回 ＩＣＴとヒューマンインタフェース

第１０回 電気エネルギーと地球温暖化問題

第１１回 環境と調和する効率的なエネルギー生産

第１２回
地球温暖化防止のための省エネ技術：ファシリティーの省エネを中心とし

て

第１３回 国際社会における科学技術と工学

第１４回
豊かな人間社会を創出するＩＣＴ・エネルギー技術の将来像について（受

講者と講師による自由討議）

【教科書】毎回の講義資料等は原則として下記の授業 URLからのリンク先に置きます．講義に先立ち必ず資

料等を確認し，必要に応じて各自ダウンロードすること（講義当日の配布になる場合もあり）．

【参考書】講義中に，適宜，推薦図書を提示する．

【予備知識】学部レベルでの情報処理・通信理論，半導体，材料物理化学等に関する基礎知識

【授業 URL】https://www.t.kyoto-u.ac.jp/lecturenotes/gse/t

【その他】上記日程表の第 14回では，受講者の希望によって工場見学を予定しています．詳細は講義期間中

にアナウンスします．

尚、本講義は、平成２１年度開講科目「ICTの最前線」と同一科目であり，内容的に大幅な変更は伴いませ

ん．既に「ICTの最前線」で単位取得している学生は，平成２２年度「ICTと持続性社会」を履修しても単

位認定は行いません．

プロジェクト関連開講科目
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10i003

アントレプレナー概論
Introduction to Entrepreneurship

【科目コード】10i003  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】後期  【曜時限】金曜 4時限

【講義室】吉田 )工学部 8号館 学生面談室 , 桂 )B ｸﾗｽﾀｰ 留学生ゼミ室  【単位数】2  【履修者制限】無

【講義形態】講義  【言語】日本語  【担当教員】（特命教授）山本

【講義概要】いま社会や企業は、高い専門性や技術力だけではなく、自立した判断やそれに基づく行動が可能

な人材を求めている。この「自立」は、「起業」のみを意味しているのではなく、企業や組織内においてでも

自立的に行動できる人材をも意味している。

本講義は、単なる「ベンチャー起業論」にとどまることなく、一般的な金融・経済の知識や、企業買収など

の事例を含む企業・技術を巡る環境の変化等までを幅広く講述することで、起業家・企業人として自立に必

要な一般知識を習得する。

さらに「起業」の代表的な事例として「シリコンバレーの成り立ち」の検証・評価を行う事で、「起業」や

「自立」に向けての環境の評価を行うところまでを具体的な最近の事例の解説を交えながら講義する。

【評価方法】講義への出席状況や受講態度、必要に応じて指示するレポートの内容、定期試験（あるいは、レ

ポート試験）の成績を総合的に評価する。

【最終目標】日経新聞あるいは一般紙の経済欄が読みこなせ、社会や企業、組織の変革を牽引できる能力を備

えた、企業人として自立出来る人材を育てることを目的とする。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

第１回 講義の概要および進め方

第２回～第９回

起業家に必要な一般常識（金融論を含む）の習得 　・「起業」、「企業」に

関連する基本的な用語の解説 　・企業を取り巻く経済・金融環境の変化を

最近の事例の解説を用いながら講義する

第１０回～第１２回

起業の事例と評価：シリコンバレーの成り立ち 　・シリコンバレーの成り

立ちとその社会的・歴史的な背景を検証し、評価することで、起業に必要

な要件とは何かについて講義し、自らの「起業」「自立」に向けての問題

提起を行い、レポートの提出あるいは、発表を求める。

【教科書】必要に応じて指定する。

【参考書】『シリコンバレー－なぜ変わり続けるのか〈上 下〉』（日本経済新聞社）

その他、講義の進行にあわせて随時指定する。

【予備知識】一般紙の 1面・経済欄が読めるだけの一般常識が必要であり、講義期間を通して日経新聞・全

国紙の購読を薦める。

【授業 URL】

【その他】

プロジェクト関連開講科目
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10Z001

都市交通政策フロントランナー講座
Urban Transport Policy

【科目コード】10Z001  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期

【曜時限】ユニット履修要覧を参照  【講義室】低炭素都市圏政策ユニット烏丸事務室２ F会議室  【単位数】1

【履修者制限】ユニット履修要覧を参照  【講義形態】集中講義  【言語】日本語

【担当教員】松中亮治、中川 大、尹 鍾進、大庭哲治、関連教員

【講義概要】国内外の都市で展開されている新しい交通政策の内容を学び、従来型交通政策との理念的な違い

を理解できるようにする。また、新しい施策の実現に向けてのプロセスを学ぶことにより、施策実現への意

欲と自信を深めることを目指す。

【評価方法】出席ならびに講義への参画状況により評価

【最終目標】国内外の都市で展開されている新しい交通政策の内容を学び、従来型交通政策との理念的な違い

を理解すること。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

概説 1

世界の都市交通政策

フロントランナー
2 道路空間リアロケーション、歩行者空間化

日本の都市交通政策

フロントランナー
1 中心市街地活性化、交通まちづくり、地球温暖化

京都の都市交通政策

フロントランナー
1 環境モデル都市、TDM、公共交通ネットワーク

新しい都市交通政策

の基本コンセプトと

具体方法

1 コミュニティバス、都市のコンパクト化

世界のフロントラン

ナーに関するディス

カッション及びプレ

ゼンテーション

2

【教科書】使用せず

【参考書】特になし

【予備知識】

【授業 URL】http://www.upl.kyoto-u.ac.jp/index.html

【その他】

プロジェクト関連開講科目
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10Z002

低炭素都市圏政策論
Policy for Low-Carbon Society

【科目コード】10Z002  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期

【曜時限】ユニット履修要覧を参照  【講義室】低炭素都市圏政策ユニット烏丸事務室２ F会議室  【単位数】1

【履修者制限】ユニット履修要覧を参照  【講義形態】集中講義  【言語】日本語

【担当教員】中川 大、谷口栄一、川崎雅史、若林靖永、尹 鍾進、関連教員

【講義概要】低炭素都市圏の実現のために必要な政策の方向性・内容・実現方策を習得する。短期的政策とし

ては、人と公共交通を中心とした交通モードの転換による環境負荷の低減や都市魅力の向上・活性化との両

立の方向性等に関する知識と技術を学ぶ。中長期的政策としては、都市圏の構造を環境負荷の小さいものと

するための政策として、低密度拡散的な都市から集約型都市への転換、中心市街地の活性化、駅を中心とし

たコンパクトな市街地形成などに関する知識と技術を学ぶ。

【評価方法】出席ならびに講義への参画状況により評価

【最終目標】人と公共交通を中心とした交通モードの転換による環境負荷の低減や都市魅力の向上・活性化、

低密度拡散的な都市から集約型都市への転換、中心市街地の活性化、駅を中心としたコンパクトな市街地形

成などに関する知識と技術を習得すること。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

概説 1

低炭素都市圏政策の

方向性
1 都市のコンパクト化、土地利用と交通との相互作用

都市構造の変革によ

る低炭素都市圏政策
1 公共交通、歩行者空間化

景観環境の創造と公

共空間の景観デザイ

ン

1 公共空間における景観のグランドデザイン、景観の見せ方

中心市街地活性化と

低炭素都市圏政策
1 中心市街地活性化、コンパクトシティ

低炭素都市圏形成施

策とマネジメント
1 環境モデル都市、低炭素都市づくりガイドライン

シティロジスティク

ス
1 ロジスティクス、企業の社会的責任、ITS、FQP

低炭素都市圏政策に

関するディスカッ

ションとまとめ

1

【教科書】使用せず

【参考書】特になし

【予備知識】

【授業 URL】http://www.upl.kyoto-u.ac.jp/index.html

【その他】

プロジェクト関連開講科目
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10Z003

都市交通政策マネジメント
Urban Transport Management

【科目コード】10Z003  【配当学年】修士課程・博士後期課程  【開講期】前期

【曜時限】ユニット履修要覧を参照  【講義室】低炭素都市圏政策ユニット烏丸事務室２ F会議室  【単位数】1

【履修者制限】ユニット履修要覧を参照  【講義形態】集中講義  【言語】日本語

【担当教員】中川 大、藤井 聡、宇野伸宏、尹 鍾進、大庭哲治、関連教員

【講義概要】自動車・公共交通・徒歩などの交通モードの特徴と課題を理解し、定量的に分析することができ

るような都市交通現象解析手法を学ぶ。

【評価方法】出席ならびに講義への参画状況により評価

【最終目標】交通モードの特徴と課題を理解し、定量的に分析することができること。

【講義計画】

項目 回数 内容説明

概説 1

地域公共交通の計画

と実践
1 都市の活力・魅力、公共交通、LRT、バス

モビリティマネジメ

ントの実践
1 モビリティマネジメント、公共交通活性化、まちなか再生

都市交通現象の調

査・解析・評価
3

パーソントリップ調査、需要の時間的分散、需要の空間的分散、費用便益

分析

都市交通政策マネジ

メントに関する演習
2

【教科書】使用せず

【参考書】特になし

【予備知識】

【授業 URL】http://www.upl.kyoto-u.ac.jp/index.html

【その他】

プロジェクト関連開講科目
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